
授業計画

⾃動⾞整備・ボディリペア科、⾃動⾞整備・カスタマイズ科

時 期 ⾞体3年前期 単元 学科 教科名

1．実務経験のある教員による授業科目 該当 非該当

⾞体塗装理論

科 目 ⾞枠及び⾞体の整備
教科書等
持参品

⾞体整備（⾞体組合連合会） 発⾏⽇ 2019年3⽉20⽇

総時限

2025年度

5．準備学習

4．学習評価（期末試験での主な試験項目）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

15時限　(24時間) 教科担当 教科担当

⾃動⾞⾞体整備⼠として、塗装整備の実務経験がある教員により塗装について指導する。

　　・塗装の目的や塗装⽅法を理解する。
　　・塗料の成分を理解する。
　　・塗装の設備や⼯具の取り扱いを理解する。
　　・塗装作業での安全や衛⽣について理解する。

　・補修塗装機器と設備

　・不具合発⽣の原因と対策

筆記試験で60点以上を合格とする。

⾞体整備267ページから326ページまで読んでおくこと

３．授業の到達目標（この授業を学ぶことで学⽣は何を理解し何が出来るようになるのか）
　・塗料の基礎知識
　・⾃動⾞補修⽤塗料と塗装

　・調色技術

　・安全と衛⽣
　上記内容を学習し、理解する。



授業計画

⾃動⾞整備・ボディリペア科、⾃動⾞整備・カスタマイズ科

時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量
1 ⾞体整備（⾞体組合連合会）

2

4
5
6
7
8

9
10
11

15

■︓対⾯授業

 ７．授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

⾞体3年前期 学科 ⾞体塗装理論

2025年度

■塗装作業の定義、塗装材料（塗料の構成）（P.265〜P.269）
■塗装材料（前処理剤、下塗り塗料）（P.269〜P.271）

■期末試験

■標準塗装⼯程、パテ付けとパテ研磨（P.287〜P.291）
■研磨紙と研磨機器、樹脂部品の塗装（P.291〜P.294）
■塗装の⽋陥と対策（P.295〜P.298）

■研磨機器、その他の所要⽤具（P.281〜P.282）
■新⾞の塗装⼯程、補修塗装1（補修塗装の種類）

（P.283〜P.285）

3 ■塗装材料（中塗り塗料、上塗り塗料、その他の塗料）（P.271〜
P.274）
■塗料の乾燥機構（P.275〜P.276）
■塗装設備（P.277〜P.279）
■塗装機器（P.279〜P.281）

12 ■安全と衛⽣1（規制法規・各種届出・必要資格、危険物について、危
険物の貯蔵・取り扱い）（P.299〜P.304）

13 ■安全と衛⽣2（有機則について、有機則に関する規定、特化則につい
て）（P.304〜P.309）

14 ■安全と衛⽣3（特化物による健康障害の予防に関する規定、毒物及び
劇物について、作業者の注意事項）（P.309〜P.312）


